
43

1． はじめに

患者の病態把握に不可欠である腫瘍マーカー、ホ

ルモン等の血中微量成分の測定は、従来RIA法で行わ

れていたが、ラジオアイソトープを使用することに

よる取扱い上の制約や、測定の迅速化・簡素化とい

った観点から、EIAなどのnon-RIA法を測定原理とし

た全自動の免疫測定装置が開発され、臨床の現場に

急速に普及した。このような中で当社は、世界に先
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とにより、測定結果が得られるまでおよそ5項目の測定が可能。また、

1つの検体からサンプリングするため、検体のムダ

（デッドボリューム）も少なく貴重な検体をより有効

に使える。

②検査依頼入力が不要

検査依頼内容に合わせて、検体と試薬カップを並

べ、スタートボタンを押すだけで測定が開始される。

装置に搭載されているビデオカメラで試薬カップに

表示されている項目名とロット番号を自動的に識別

するので、煩わしい検査項目の入力は不要。

③キャリーオーバーレス

導電性ディスポーザブルチップの採用により、液

面検出、検体分注でのキャリーオーバー・コンタミ

ネーションはない。

④自動希釈・前処理機構

高濃度検体など前希釈が必要な場合でも、希釈用

カップを使用することで、自動希釈測定が可能。ま

た、前処理の必要な項目にも対応しており、測定開

始前の煩雑な前処理や希釈操太*



⑥省スペースのテーブルトップタイプ

装置本体の寸法は、幅81cm、奥行き74cm、高さ

51cmで、重量は70kgで実験台の上に置けるタイプ。

検査室のスペースをより有効に活用できる。
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の試料（Low、Mid、High）を使用して求めた。表４

に示したように変動係数（％CV）は2.1～5.5％と良好

であった。

[２] 相関性試験

各項目について従来試薬とST試薬との相関性を検

討した（図４）。各項目とも相関係数0.993～0.999、

回帰係数0.97～1.02と良好な相関性を示した。

6． ま と め

この度簡便な操作性と高機能化したAIA-600 II及

び、免疫反応時間を従来試薬の１／４に短縮したST

試薬を開発し基礎的検討を行なった。ST試薬腫瘍マ

ーカーパネルでの同時再現性、日差再現性および

Total Precisionは各項目とも良好な成績であった。従


